
講師紹介 

    
 テーマ： 

「アベノミックス 

   －経済成長による財政再建－」 
        

   講 師:  関 芳弘  氏 

        （衆議院議員 ） 
 

日 時：12 月 21 日(木)15 時 10 分～16 時 40 分 

 

場 所：関西学院・神戸三田キャンパス 

Ⅱ号館 201 号教室 
 
主 催：総合政策学部研究会 

 
【※「国際発展政策」(担当:鈴木)の振替授業とします】 

 
 

 

1989 年 3 月関西学院大学経済学部卒業。大学時代、校内正式団体「徳島県人会会長」。 

４回生時には「松下政経塾」合格内定。進塾したかったが、親や親戚の助言を受け、断念。 

1989 年 4 月住友銀行入行 大阪の難波支店（高島屋１階）で融資・外回り勤務。   

1993 年１月住友銀行大阪本店 事務総括部転勤（銀行内部の改革企画担当部署）。   

2001 年 4 月さくら銀行と合併し、三井住友銀行に社名変更。事務統括部勤務。   

2001 年７月東京本部へ転勤（合併の事務企画担当。事務統括部勤務）。   

2005 年 8 月退職 退職時肩書き：事務統括部 上席推進役。 

2005 年 9 月公募新人候補として衆議院議員初当選。 

  財務金融委員会、総務委員会所属。 

  基本政治理念: 「愛と緑と商売繁盛」,「人を愛し、人を慈しむこと」 

 

  お問い合わせ先：関西学院大学総合政策学部（神戸三田キャンパス事務室） 

                        三田市学園２丁目１番地  TEL. 079-565-7601 

 

 

講演会
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